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検査内容変更のお知らせ

謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。

この度、別掲の検査項目につきまして、検査方法および基準値等を変更させていた

だくことに致しましたので、取り急ぎご案内申し上げます。

誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げます。

謹白

記

●

●





(LSI メディエンス検討データです。)

項目

コード

検査項目名 変更箇所 新 旧 備考

1593 レニン濃度

（ＰＲＣ）

検査方法

基準値

報告下限

報告上限

ＣＬＥＩＡ

3.2～36.3（随時）

2.5～21.4（臥位）

3.6～63.7（立位）

1.0ｐｇ/ｍＬ未満

5,000ｐｇ/ｍＬ以上

ＩＲＭＡ（ﾋﾞｰｽﾞ固相法）

2.5～21.4（安静臥位）

3.6～63.7（立位歩行）

2.0 ｐｇ/ｍＬ未満

999,000ｐｇ/ｍＬ以上

Non-RIA 試薬の採

用。

採血時刻、安静度、

体位によって測定値

に差がでますので、

早朝空腹時３０分間

安静後の採血をお

勧めいたします。

（臥位は 30 分以上

横になった状態での

採血をお勧め致しま

す。）

検体は採血後速や

かに遠心分離して

下さい。

0551 アルドステロン

（血漿）

検査方法

基準値

報告下限

報告上限

報告桁数

ＣＬＥＩＡ

35.7～240（随時）ｐｇ/ｍＬ

29.9～159（臥位）

38.9～307（立位）

25.0ｐｇ/ｍＬ未満

800,000ｐｇ/ｍＬ以上

小数１位、有効 3桁

ＲＩＡ（ﾁｭｰﾌﾞ固相法）

36～240（随時）

30～159（臥位）

39～307（立位）

7ｐｇ/ｍＬ未満

999,000ｐｇ/ｍＬ以上

整数、有効 3桁

0559 アルドステロン

（尿） 検査方法 ＣＬＥＩＡ ＲＩＡ（ﾁｭｰﾌﾞ固相法）

トルエン 1～2mL を

加え、冷所に蓄尿

し、よく混和し所定

量をご提出下さい。

3334 アルドステロン／

レニン濃度比
検査項目名

ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ/ﾚﾆﾝ濃度比

≪CLEIA≫
ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ/ﾚﾆﾝ濃度比 別記参照

3335 アルドステロン/

レニン活性比
検査項目名

ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ≪CLEIA≫/

ﾚﾆﾝ活性比
ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ/ﾚﾆﾝ活性比 別記参照

1799 ＩｇＧサブクラス

ＩｇＧ４

検査方法

基準値

報告下限

ＬＡ（ﾗﾃｯｸｽ凝集比濁法）

11～121 ｍｇ/ｄＬ

6.0 ｍｇ/ｄＬ未満

ＬＡ（ﾗﾃｯｸｽ凝集比濁法）

4.5～117 ｍｇ/ｄＬ

4.5 ｍｇ/ｄＬ未満

測定試薬の変更



現行試薬の販売中止に伴い、測定試薬を同一メーカーが販売する改良試薬に変更致します。新

旧二法の相関は良好であり、基準値の変更はございません。

(LSI メディエンス検討データ)

(LSI メディエンス検討データ)



検査方法を HPLC法より LC-MS法へ変更致します。それに伴い、報告日数を短縮致します。

(LSI メディエンス検討データ)

検査方法を HPLC法より LC-MS法へ変更致します。それに伴い、報告日数を短縮致します。

(LSI メディエンス検討データ)



AFP レクチン分画の測定試薬を同一メーカーが販売する後継試薬に変更致します。新旧二法の

相関は良好であり、基準値の変更はございません。

(LSI メディエンス検討データ)



現行試薬の販売中止に伴い、同一メーカーが販売するラテックス凝集比濁法試薬に変更すると

ともに、報告所要日数を短縮致します。

新旧二法の相関は良好ですが、基準値を測定試薬の添付文書記載値に変更致します。

(LSI メディエンス検討データ)
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